

COMPASS 算数・数学テスト
Ⅳ－A （Ver. 4.0）
採点マニュアル




























1






「問題１　計算問題」の採点

問題冊子は2～3ページ
· 正答と照らし合わせ，受験者解答の正誤を判断する。
· 正解の場合には「1」を，不正解の場合，無解答の場合，正解・不正解判断不能の場合はいずれも「0」を，課題の右にある採点欄（先生記入欄）に記入する。





















1） 

	１）　12－( 7－4 ) ＝

２）　[image: ] － [image: ] ＝

３）　4 ＋ 3 × 3 ＝

４)   [image: ] ＋ [image: ] ＝

５）  2.8 ＋ 5.9 ＝

６）  4＋( 3＋7 )÷ 2 ＝

７）  7 － 1.7 ＝

８）  1 [image: ] － [image: ] ＝



	９)   3.2 × 0.3 ＝(          )

≪4分≫
（先生記入欄）
ここには何も
書かないで下さい



10)   [image: ]÷ [image: ] ＝(          )


11)  20－( 10－6÷2 )＝(          )


12)   4.03 ÷ 1.3 ＝(          )


13)　 [image: ] × [image: ] ＝(          )


14)   [image: ] ÷ 10 ＝(          )


15)   17.1 ÷ 0.09 ＝(          )


16)   8－｛4＋6 ÷ (3＋3)｝＝(          )





≪正答≫

１





	１）　12－( 7－4 ) ＝ 9

２）　[image: ] － [image: ] ＝ [image: ]

３）　4 ＋ 3 × 3 ＝ 13

４)   [image: ] ＋ [image: ] ＝ [image: ]

５）  2.8 ＋ 5.9 ＝ 8.7

６）  4＋( 3＋7 )÷ 2 ＝ 9

７）  7 － 1.7 ＝ 5.3

８）  1 [image: ] － [image: ] ＝ [image: ]



	９)   3.2 × 0.3 ＝ 0.96(          )

≪4分≫
（先生記入欄）
ここには何も
書かないで下さい



10)   [image: ]÷ [image: ] ＝ [image: ](          )


11)  20－( 10－6÷2 )＝ 13(          )


12)   4.03 ÷ 1.3 ＝ 3.1(          )


13)　 [image: ] × [image: ] ＝ [image: ](          )

※約分していない場合は不可

14)   [image: ] ÷ 10 ＝ [image: ](          )


15)   17.1 ÷ 0.09 ＝ 190(          )


16)   8－｛4＋6 ÷ (3＋3)｝＝ 3(          )



	２

１） (－3 )＋(－ 7 ) ＝ －10

２） (－6 )－(＋ 2 ) ＝ －8

３） 2 x＋3＋4 x ＝ 6 x＋3※もしくは 3＋6 x


４） (－5 )－( －3 ) ＝ －2

５） 3－9 ＝ －6

６） a＋4－( 2 a－3 )＝ －a＋7※もしくは 7－a 


	
７）( －2 )×( －4 ) ＝ 8※もしくは ＋8


８） －2 (－b＋4 ) ＝ 2b－8※もしくは ＋2b－8,  －8＋2b


９） －3＋5 ＝ 2※もしくは ＋2


10)  (－9 )÷ 3 ＝ －3

11)  [image: ] ×6 ＝ 2＋4 a※もしくは 4 a＋2


12)  ( [image: ] a＋[image: ] )×12 ＝ 8 a＋3※もしくは 3＋8 a








「問題２　文章題（１）」の採点

問題冊子は6～9ページ

【 １ 基本文章題6問】（6～7ページ）
· 受験者の式と答えを別々に採点する。
1 正答の【式】と照らし合わせて，式の正誤を判断し，正解の場合には「1」，不正解の場合もしくは無解答の場合には「0」を，課題の右にある採点欄（先生記入欄）に記入する。
2 正答の【答え】と照らし合わせて，答えの正誤を判断し，正解の場合には「1」，不正解の場合もしくは無解答の場合には「0」を，課題の右にある採点欄（先生記入欄）に記入する。
＊「式」の欄に正解の答えが記されているにもかかわらず，「答え」の欄に記入がない場合も正解とみなし，「1」を記入してください。




























※ ｢式」の欄に，方程式（文章題に示された数学的な関係を，Xなどの文字や，□などの記号を用いて，等式の形によって表わしたもの。比例式を含む）が書かれている場合には，《方程式の正解》を参照してください。
１≪正答≫


※ 式の「正解」で示された式と，項が入れ替わっている式で，算出される答えが変わらない場合には，その式も正解とします（例えば，式の正解でX + Yが示されているときY + Xも正解になります。X×Yが示されているときには，Y×Xも正解です）。


１）分速70mで歩く人が，4分間で進む距離 (きょり)は，何mですか。


【式】　70×4

《方程式の正解》  1 : 4 = 70 : x 

【答え】　280m

２）学校の花だんに，1m2あたり0.3kgの肥料 (ひりょう)をまきます。
1.8kgの肥料では，何m2にまくことができますか。



　
【式】　1.8÷0.3
※ 1.8÷0.3 が[image: ]，1.8が[image: ]，0.3が[image: ]，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。
《方程式の正解》  0.3×x=1.8  ※ 0.3×xが0.3xと書かれていてもよい。

【答え】　6㎡                                               

３）0.3ℓのペンキで，板を360cm2ぬれました。
このペンキ1ℓでは板を何cm2ぬれますか。



【式】　360÷0.3
※ 360÷0.3 が[image: ]，0.3が[image: ]，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。
《方程式の正解》  x×0.3=360  ※ x×0.3が0.3xと書かれていてもよい。

【答え】　1200 cm2




４）海がめのたまごを保護 (ほご)したところ，700個のうち，560個から無事にかめがかえりました。成功率 (せいこうりつ)は何%ですか。



【式】　560÷700×100
※ 以下も正解とする。
①複数の式に分けて書かれたもの　560÷700=0.8,  0.8×100 （両方の式が必要）
②「×100」を書いていないもの　560÷700
※ 60÷700 が[image: ]，0.8が[image: ]，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。

《方程式の正解》　700×[image: ] =560    または    560÷[image: ] =700
※ 以下も正解とする。
　　　　　   ①複数の式に分けて書かれたもの・700×x=560, x=0.8, 0.8×100（すべての式が必要）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　・560÷x=700, x=0.8, 0.8×100（すべての式が必要）
          ②「×100」を省略しているもの  　・700×x=560
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　   ・560÷x=700
　　　　　 ※ 560÷xが [image: ]，0.8が [image: ]，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。

※ 上記以外の回答はすべて不正解とする。誤答例としては以下のようなものがある。
・ 700÷560×100     ・ 700×[image: ]×100    ・ (700‐560) ×100    
・ 700÷100 =7  560×7

【答え】　80％

５）5000円のバッグを30%引きで売りたいと思います。値段 (ねだん)は何円になりますか。




【式】 5000×(1‐0.3)   または   5000‐5000×0.3
　　 ※ 以下も正解とする。
　　　　　   ①複数の式に分けて書かれたもの・1‐0.3=0.7  5000×0.7 （すべての式が必要）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ・5000×0.3=1500, 5000‐1500 （すべての式が必要）
          ②「1－割合」を省略しているもの　・5000×0.7
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　  ・5000‐1500
　　　　　 ※ 0.3が[image: ]，0.7が[image: ]，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。


《方程式の正解》　x÷5000=1‐0.3    または    x÷(1‐0.3)=5000
※ 以下も正解とする。
　　　　　   ①複数の式に分けて書かれたもの　・1‐0.3=0.7  x÷5000=0.7（すべての式が必要）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　   ・x÷5000=0.3  x=1500  5000‐1500
 （すべての式が必要）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1‐0.3=0.7  x÷0.7=5000 （すべての式が必要）
          ②「1－割合」を省略しているもの　　・x÷5000=0.7
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　  　 ・x÷0.7=5000
　　　　　 ※ x÷5000が[image: ]，x÷0.7が[image: ]，0.3が[image: ]，0.7が[image: ]，または，それらを
約分した形で書かれていてもよい。

※ 上記以外の回答はすべて不正解とする。誤答例としては以下のようなものがある。
・ 5000÷(1‐0.3)　　　・ 5000‐5000÷30　　　・ 5000×0.3

【答え】　3500円

６）Ｎ市では，去年，1日に1人が720gのごみを出しました。これは，10年前の90%にあたります。10年前は1日に1人何gのごみを出していたでしょうか。






【式】 720÷0.9
※ 720÷0.9 が[image: ]，0.9が[image: ]，またはそれらを約分した形で書かれていても
よい。

《方程式の正解》　x×0.9=720    または    720÷x=0.9
※ 720÷xが[image: ]，0.9が[image: ]，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。

※ 上記以外の回答はすべて不正解とする。誤答例としては以下のようなものがある。
・ 720×0.9　　　　　　　　　　　　・ 720÷(1‐0.9)
・ 720×0.9=648  720×648
・ 720×0.9=648  720＋648


【答え】　800g











【 ２ 表・グラフの問題2問】（8～9ページ）
· 正答と照らし合わせ受験者解答の正誤を判断し，正解の場合には「1」を，不正解の場合，無解答の場合，正解・不正解判断不能の場合はいずれも「0」を，9ページの採点欄（先生記入欄）に記入する。











































２≪正答≫


１）　家から駅までの道のりは300ｍです。ひろ子さんは駅に向かって歩き始めました。しかし，途中で忘れ物に気づいたため，家に引き返しました。
なおとさんはひろ子さんと同じ時刻に駅から出発して家に向かって歩き，途中で花屋さんに寄りました。
下のグラフは，二人が歩き始めてからの時間と，そのとき家からどれだけの道のりにいるかを表したものです。ただし，ひろ子さんのグラフは途中までしか書き込まれていません。このとき，次の問いに答えなさい。

①　ひろ子さんが家に引き返したのは出発してから何分後ですか。
答え   2   分後



②　もし，ひろ子さんが家に引き返さなければ，家から何ｍ離れた地点で，
なおとさんと出会っていましたか。答え  200  ｍ


③　ひろ子さんは家に戻ってから1分後に再出発したところ，家から100ｍの地点で，なおとさんとすれ違いました。ひろ子さんは再出発してから何分後に駅に着きましたか。答え　 3  分後


家からの
道のり（m）

300

	
	
	
	
	
	
	
	

	200
なおと

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	100

	
	
	
	
	
	
	

	ひろ子

	
	
	
	
	
	
	

	1
0

	2

	3

	
	
	
	
	時間（分）



6
5
4





２）  1枚a円の牛 (ぎゅう)ステーキ肉 (にく)，100ｇがb円の豚肉 (ぶたにく)，1パックc円の鶏 (とり)ひき肉があります。

①　牛ステーキ肉を3枚，豚肉を500ｇ，鶏ひき肉を2パック買ったときの代金は何円ですか。
    3a + 5b + 2c  円




②　2000 －（ a ＋ 3c ）は，何を表していますか。
牛ステーキ肉１枚と，とりひき肉３パックを買って，２０００円はらったときのおつり




※品物と個数の対応が間違っている場合は誤答扱い→採点欄には「0」を記入
※「おつり」の含意が読み取れない場合は誤答扱い→採点欄には「0」を記入

③　鶏ひき肉5パックの値段は，牛肉2枚と豚肉150ｇを買ったときの
値段とちょうど同じになります。このことを，式で表しなさい。
5c = 2a + 1. 5b


















「問題３　説明問題」の採点

問題冊子は14～15ページ
· 『採点基準』と照らし合わせて，受験者の解答がどこのカテゴリにもっとも近いかを判断し，「2」，「1」，「0」を，採点欄に記入する。解答欄に何も書いていない場合や，正解・不正解が判断できないときは，「0」を採点欄に記入する。
· 『採点基準』や『回答例』の傍線は，判断する上での重要なポイントを表している。傍線のポイントが押さえられているかどうかを判断する。































1） 「反比例」について次の2つの問いに答えてください。
≪正答≫


① 空欄 (くうらん)に適切な言葉を入れて，「反比例」の具体例を作ってください。

は
に反比例する。







【具体例として適切な記述の例】 →　1点　（採点欄に「1」を記入する。）
・ 面積が20 ㎝2の長方形の横の長さ は， たての長さ に反比例する。
・ 300㎞ の道のりを進むときの時間 は， 速さ に反比例する。
注）面積が「一定」，道のりが「一定」というように，より一般的な形式の解答も正解とする。

【具体例として不適切な記述の例】　→　0点　（採点欄に「0」を記入する。）
・ ばねの長さ は， おもりの重さ に反比例する。（比例に関する記述）
・ 200ページの本のうち，読んだページ数 は， 残りのページ数 に反比例する。




②「反比例」とはどういう意味か，とを使った文で説明してください。





【定義として必要十分な記述の例】 →　2点　（採点欄に「2」を記入する。）
・ともなって変わる2つの変数x ，y があり，その関係がy = [image: ] （aは定数）で表されるとき，y はx に反比例するという。
・x がk倍になったとき， y が [image: ] 倍になっている 。（ただしk≠0， kは定数）
注1）「（aは定数）」，「 ただしk≠0， kは定数）」が無くても可。
注2）a，k という文字である必要はない，記号や言葉で抽象的に表現されていれば可。
【間違いとは言えないが，定義としては不十分な記述の例】 →　1点
　（採点欄に「1」を記入する。）
・一方が2倍，3倍…となるときに，もう一方が [image: ] ，[image: ] …となること。
注3）「2つの変数」という要素が欠けているため不十分。
注4) a やk のように一般化されていないため不十分。

【明らかに不適切な記述の例】 →　0点　（採点欄に「0」を記入する。）
・一方が増えるとき，もう一方は減っていくこと。
・比例の反対，比例の逆。

《備考》反比例の意味に関する採点基準設定の理由
小学校算数における「比例」についての学習は，例えば「比例する2つの量では，一方の値が2倍，3倍，・・・となると，他方の値も2倍，3倍，・・・になります。」というように，2変量の変化の具体的な様相の呈示を中心に説明が行われている。しかし，中学校数学では「比例・反比例」の学習において，こういった具体的な様相の理解だけでなく，「変数」の概念を学ぶとともに比例や反比例を「2つの変数の関係」として理解することが学習目標として設定されている。したがって，小学校段階の説明のみの解答は2点満点の1点に設定した。


2） 「公倍数」について次の2つの問いに答えてください。

①　空欄 (くうらん)に適切な数値を入れて，「公倍数」の具体例を作ってください。
と
の公倍数には，
などがある。


，
，


【具体例として適切な記述の例】 →　1点　（採点欄に「1」を記入する。）
・ 2 と 3  の公倍数には ， 6  ， 12  ， 18  などがある。
注1） 公倍数は必ずしも数値の小さい順序に並んでいる必要はない。

【具体例として不適切な記述の例】　→　0点　（採点欄に「0」を記入する。）
・ 12  と  24  の公倍数には，  2  ， 4  ， 6  などがある。

② 「公倍数」はどういう意味か，「倍数」という言葉を使った文で
説明してください。





【定義として必要十分な記述の例】 →　2点　（採点欄に「2」を記入する。）
・2つ以上の数の倍数のうち，共通するものを公倍数という。
注2）「2つ以上の数」が「2つの数」となっていても可。

【間違いとは言えないが，定義としては不十分な記述の例】 →　1点
　（採点欄に「1」を記入する。）
・共通の倍数，共通な倍数。
注3）「2つ以上の数の倍数の中で」ということが明示されていない。

【明らかに不適切な記述の例】 →　0点　（採点欄に「0」を記入する。）
・2つの数をかけた数。

《備考2》公倍数の意味に関する採点基準設定の理由
小学校算数における「公倍数」についての学習は，例えば「3の倍数にも，4の倍数にもなっている数を3と4の公倍数といいます。」，「12，24，36のように，3と4の共通な倍数を，3と4の公倍数といいます。」というように，公倍数に関する具体例を中心に説明が行われている。こういった具体例による理解も重要であるが，中学校・高校段階に進むに伴って，具体例による理解のみでは不十分となり，「公倍数はいくつかの数の倍数の共通集合である」といったより一般的な形式での理解が必要となる。こうしたより汎用性のある「公倍数の定義」の理解が重要であると考え，ある倍数の集合と別の倍数の集合の共通集合であることが含意されていない解答（例えば，「共通の倍数」だけの記述）は，2点満点の1点に設定した。











「問題４　判断 (はんだん)問題」の採点

問題冊子は18～22ページ

· 本課題は「（   ）内とあてはまる数字に○をつける」という形で解答されているため，採点を行う必要はありません。
· なお，正答は次ページ以降にあります。









【 １ 概念判断問題10問】12～13ページ
≪正答≫


正しくない
正しい
絶対に合っている
たぶん合っている
合っているかわからない




１）2つの数の乗法では，かける数とかけられる
数を入れかえても，積は変わらない。	（ ○ ） （    ）   1   2   3

２）点P（3，4）とは，原点から上へ3，
右へ4だけ進んだ点である。	（    ） （ ○ ）   1   2   3

３）負の数は，絶対値が大きいほど大きい。	（    ） （ ○ ）   1   2   3


４）下の図のような直方体において，辺と

辺は，ねじれの位置にある。	（    ） （ ○ ）   1   2   3









５）等式の両辺に同じ数をかけても等式は
成り立つ。	（ ○ ） （    ）   1   2   3

６）立体のすべての面の面積の和を
表面積という。	（ ○ ） （    ）   1   2   3

７）「以上」「以下」はその数を含み，
「未満」はその数を含まない。	（ ○ ） （    ）   1   2   3

８）直線ABとは，ふつう，点Aから
点Bまでの部分をさす。	（ ○ ） （    ）   1   2   3

９）円はどの直径についても線対称な図形
である。	（ ○ ） （    ）   1   2   3


10）[image: ]における，の係数は6である。	（    ） （ ○ ）   1   2   3



【 ２ 論理判断問題6問】16ページ合っているかわからない
たぶん合っている
絶対に合っている
いつもそうなる
そうならないことがある

≪正答≫





１）3つの奇数を足すと，奇数になる。	（ ○ ） （    ）   1   2   3




２）が0より大きいとき，を2乗

すればより大きくなる。	（    ） （ ○ ）   1   2   3


３）ある数が4でも6でも割り切れる
とき，その数は24の倍数である。	（    ） （ ○ ）   1   2   3


４）長方形に1本の対角線をひくと，
2つの合同な直角三角形に分かれる。	（ ○ ） （    ）   1   2   3






５) がに比例し，もに比例するならば，


はに比例する。	（ ○ ） （    ）   1   2   3


６) 太さが一定の金属の棒の長さx㎝と重さ
y gの間には，y＝5 xという関係がある
という。このとき，xをｍで表し，yを
kgで表すと，xとyの関係はy＝50 x
である。	（    ） （ ○ ）   1   2   3








「問題５　速く (はや)解 (と)く計算問題」の採点

問題冊子は24～29ページ

· 正答と照らし合わせ，受験者解答の正誤を判断する。
· 正解の場合には「1」を，不正解の場合，無解答の場合，正解・不正解判断不能の場合はいずれも「0」を，課題の右にある採点欄（先生記入欄）に記入する。
































	【１単純速算（加減）】24ページ
≪正答≫



1） 5＋2＝ 7

2） 8＋7＝ 15

3） 9－8＋6＝ －5

4） 7＋9－2＝ 14

5） 8＋5－6＝ 7

6） 3＋9＋6－7＝ 11

7） 4＋9－8＋3＝ 8

8） 9＋5－7＋8＝ 15

9） 8－5＋9＋4－7＝ 9

10） 9＋4－7＋5－8＝ 3
	【２単純速算（乗除）】26ページ

1） 7 × 4 ＝ 28

2） 8 ÷ 4 ＝ 2(          )


3） 63 ÷ 7 ＝ 9(          )


4） 12 × 3 ＝ 36(          )


5） 25 × 3 ＝ 75(          )


6） 48 ÷ 16 ＝ 3(          )


7） 47 × 7 ＝ 329(          )


8） 504 ÷ 8 ＝ 63(          )


9） 17 × 83 ＝ 1411(          )


１０）817 ÷ 19 ＝ 43(          )











【３工夫速算】28～29ページ
≪正答≫



１）　8 ＋ 8 ＋ 8 ＋ 8 ＝ 32


２）  200 ＋ 5 ＋ 200 ＋ 2 ＋ 200 ＋ 2 ＝ 609


３）  10060 ÷ 2 ＝ 5030


４）  188 ＋ 99 ＝ 287


５）  709 × 7 ＝ 4963


６）  1 ＋ 2 ＋ 3 ＋ 87 ＋ 88 ＋ 89 ＝ 270


７）  400 － 299 ＝ 101


８）  12 × 9 × 0 × 8 ＝ 0


９）  53 ＋ 17 ＋ 9 － 17 － 53 ＝ 9


10)   2 × 9 × 4 ＝ 72


11)   24000 ÷ 600 ＝ 40


12)   45 － 8 － 2 － 3 － 7 ＝ 25


13)   48 × 9 ÷ 6 ＝ 72


14)   83 ＋ 89 － 40 － 1 － 43 ＝ 88


15)   19 × 4 ＋ 19 × 6 ＝ 190


16)   84 × 0.25 ＝ 21




「問題６　文章題（２）」の採点

問題冊子は32～34ページ
· 設問ごとに，「正答と採点の手順」に従って採点する。
· チェックポイントを満たしている場合には「1」，満たしていない場合には「0」を，解答欄の右ページにある採点欄に記入する。該当するような記入がない場合や，どれに当てはまるか判断できない場合も「0」を記入する。
































１）　点Aを中心とする円Aと，点Bを中心とする円Bがあり，円Aの半径は5cm，円Bの半径は1cmです。点Bは円Aの円周上にあります。円Bの半径をすこしずつ大きくしていくと，2つの円が交わらなくなるのは，円Bの半径が何cmより大きくなったときでしょうか。

≪正答と採点の手順≫






【回答例と採点欄の記入例】
[image: ]《模範回答例》
図表の有無→採点欄②
図表の質→採点欄③～⑤

答え□ (正方形)：□ (円)                     
答え□ (正方形)：□ (円)                     

・採点欄③：円Aと円Bが両方かかれており，点Bが円A上に書かれているか

・採点欄④：円Aの半径5㎝と円Bの半径1㎝が書かれているか

・採点欄⑤：拡大した円Bが，円Aに内接しているか


答え□ (正方形)：□ (円)                     




答えの正誤→採点欄①


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え １０　㎝　
《採点欄の記入例》
答えの正誤　　図表の有無　　　　　　　　　　図表の質

	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	1
	1
	1
	1







【採点の手順】

手順1．　答えの正誤を採点して，採点欄①に記入する。
＊答えを「10㎝」と正答できている場合には「1」を，誤答している場合には「0」を，採点欄①に記入する。
＊無回答，判断不能の場合も「0」を記入する。
手順２．　図や表があるかないかを判断して，採点欄②に記入する。
＊図もしくは表が書かれている場合には，採点欄②に「1」を記入する。正答につながるものかどうかに関係なく，ともかく図表がかかれていれば「1」を記入する。注）
＊式や文章などが書かれていても，図表がかかれていない場合には「0」を記入する。
注）　図表の定義
・数や文字だけの表現をのぞく，すべての表現を図と判断する。ただし，問題とまったく無関係な表現（落書きなど）は図と認めない。
・関連する2つの数値が2組以上規則正しく並べられたものを表と判断する。
採点欄②が「1」のとき→手順3（図表の質の採点）に進む。
採点欄②が「0」のとき→採点欄③～⑤にも「0」を記入する。



手順３．　図や表がかかれている場合には，その質を判断し，採点欄③～⑤に記入する。
＊採点欄③：２つの円がかかれており，点Bが円A上にかかれている場合には採点欄③に「1」を記入する。2つの円がかかれていない，もしくは2つの円がかかれていても，点Bが円A上にかかれていない場合には，「0」を記入する。（点Bや円Aということが，明示的にかかれていなかった場合でも，2つの円がかかれていて，それぞれ点Bや円Aと解釈できる場合には，「1」を記入する。）
＊採点欄④：円Aの半径5㎝と，円Bの半径1㎝が書き込まれている場合には，採点欄④に「１」を記入する（単位がなくても可）。円の半径の長さが記入されていなかったり，記入された半径が間違ったりしている場合には，「0」を記入する。（円Aまたは円Bどちらかの半径しか記入されていない場合には，「0」を記入する。）
＊採点欄⑤：円Aと円Bの2つの円がかかれており，円Aが円Bに内接している場合には，採点欄⑤に「1」を記入する。2つの円がかかれていない場合や，2つの円がかかれていても，それらが内接してない場合には，「0」を記入する。（円Bや円Aということが，明示的にかかれていなかった場合でも，2つの円がかかれていて，それぞれ円Bや円Aと解釈できる場合には，「1」を記入する。）

【その他の回答例と採点例】

　例1）　不完全な図が作成されている場合

[image: ]②図がかかれている→1
④半径5㎝と半径3㎝が
書き込まれている→1


③点Bが円A上にない→0





⑤円Aが円Bに内接していない→0


①不正解→0



	①
	②
	③
	④
	⑤

	0
	1
	0
	1
	0




例2）　図が作成されていない場合②式のみで図表なし→0

[image: ]
③～⑤
図がないのですべて→0


[image: ]①正解→1




	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	0
	0
	0
	0



２）1辺が1㎝の正五角形の形をした折り紙がたくさんあります。太郎くんは，先に並べた五角形と1辺だけがちょうどくっつくように，1枚ずつ五角形を並べていくことにしました。正五角形を20枚並べたときの図形全体のまわりの長さを求めなさい。





【回答例と採点欄の記入例】
《模範回答例》

[image: ]図への書き込みの質→採点欄③


図への書き込みの
有無→採点欄②




表の有無→採点欄④


表の質→採点欄⑤






答えの正誤→採点欄①



《採点欄の記入例》
答えの正誤　 図の有無　  図の質　　 表の有無　　 表の質

	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	1
	1
	1
	1





【採点の手順】

手順1．　答えの正誤を採点して，採点欄①に記入する。
＊「62㎝」と正答できている場合には「1」を，誤答の場合には「0」を採点欄①に記入する。
無回答，判断不能の場合も「0」を記入する。
手順２．　図への書き込みの有無やその質を判断し，採点欄②～③に記入する。
＊採点欄②：与えられた図や図の周辺に少しでも書き込みがある場合には，採点欄②に「1」を記入する。正答につながるものかどうかに関係なく，ともかく書き込みがあれば「1」とする。与えられた図とは別に図を作成している場合にも，「1」を記入する。
式や文章などが書かれていても，図への書き込みがなく，別途の図も作成していない場合には「0」とする。
採点欄②が「1」のとき→図の質の採点（採点欄③）に進む。
採点欄②が「0」のとき→採点欄③にも「0」を記入する。



＊採点欄③：与えられた図に，条件を満たすように五角形を書き加えている場合には，採点欄③に「1」を記入する。回答者自身で，3枚目以降の状況を表した図を，別途作成している場合も，「１」を記入する。
何からの書き込みが見られても，五角形を書き加えているわけではない，または書き加えた五角形が誤っている場合には，「0」を記入する。
手順３．　表の有無やその質を判断し，採点欄④～⑤に記入する。
＊採点欄④：正答につながるものかどうかに関係なく，ともかく表が作成されていれば採点欄④に「1」とする。表を作成していない場合には「0」とする。
注）関連する2つの数値が2組以上規則正しく並べられたものを表と判断し，以下の場合も表と認める。
・罫線が入っていない場合
・横方向ではなく縦方向に数値が並べられている場合
・表中に書くべき変数名（枚数，辺の長さなど）がない場合
採点欄④が「1」のとき→表の質の採点（採点欄⑤）に進む。
採点欄④が「0」のとき→採点欄⑤にも「0」を記入する。



＊採点欄⑤：五角形の枚数と外周の長さを対応付けた表を作成している場合には，採点欄⑤に「1」を記入する。なお，五角形の枚数と辺の数を対応付けた表を作成している場合であっても，「1」を記入する。上記以外の不適切な表が作成されている場合には「0」を記入する。
【その他の回答例と採点例】

　例1）　答えは間違っているが，図へのかき込みはある場合
③五角形が正しくかき込まれている→1
（図の質）

[image: ]

②図への書き込みあり→1





④表なし→0



⑤表がないので
→0（表の質）
①不正解→0

[image: ]


	①
	②
	③
	④
	⑤

	0
	1
	1
	0
	0




　例2）　答えは合っているが，図へのかき込みがない場合
[image: ]



式のみで図表なし


②～⑤
図表がないのですべて→0



①正解→1


[image: ]


	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	0
	0
	0
	0
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